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が，農商部の期待に反して，1919 年 8 月までに調
査結果を報告した国内の商会は 10 に満たず，海外
ではビルマやポンティアナックなどわずかの中華総
商会が不完全な調査結果を提出したに過ぎなかった
［金子2008,第 4 章］。
著者は，中国内外商会の「緊密なネットワーク」
（33 ページ）を強調し，中華総商会が広汎な準行政
的，社会的機能を通じて，華商の商取引や情報交換
に便宜を供与した点を重視する。一方，通商貿易情
報の収集に関わる経済調査会の事例に着目すると，
全国商会聯合会を頂点とする華商間ネットワークの
「自己統合」力は存外に弱く，国家の政策に凝集す
る志向性も強そうにない。また，国家の国内外商会
に対する統制力は至って貧弱である。国家と華商間
ネットワークとの関係は，華商ナショナリズムの性
格や方向性を考えるうえでも重要であろう。これら
の点は，中国の政権に対する華商の支持如何によっ
て変化するのかもしれないが，それならば南京国民
政府期に期待された内外商会の通商上の連携（231
ページ）について，その実態の解明が求められる。
ともあれ，通商貿易上の機能も含め，華商間ネット
ワークの役割はさらに多方面から検討する必要があ
りそうである。
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